
 

高性能断熱材用のナノ多孔質セラミックス粒子 
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賢材分類 倹、圏 

ナノ多孔質セラミックス粒子を用いて、低真空域で優れた断熱特性（極低熱伝導率）

を示すことを明らかにしました。ナノ多孔質セラミックス（シリカ）粒子は、ナノ

オーダーの多孔構造を有する球状粒子を合成した。固体伝導および気体伝導による

熱移動を同時に抑える効果が得られました。保護熱板法（定常法）により真空下に

おける極低熱伝導率の精密測定技術を確立しました。ナノ多孔質シリカ粒子は 1～

100Pa という低真空域においても、高真空（0.1Pa 以下）と同様の極低熱伝導率を

実現しました。 
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